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〈展覧会紹介〉福井移住400年記念「岩佐又兵衛展」
〈テーマ展紹介〉「福井の彫刻・立体Vol.2」
〈イベント報告〉「新収蔵品展　岩野平三郎和紙関係資料」
〈連載〉福井画人列伝　芳崖門下の学者画家・岡不崩【其の貮】
福井県立美術館友の会「平成28年度　春の見学会」
それゆけ！ブブ広報部隊　其の五
美術館喫茶室ニホ特別メニューのお知らせ
お知らせ・貸館情報

表紙：岩佐又兵衛「花見遊楽図屏風」（部分）紙本金地着色、4曲1隻、　56.0×138.0㎝　個人蔵
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戦国武将荒木村重の子でありながら絵師として生き、桃山時代末から江戸時代の初めに

活躍した一人の人物がいました。その名は岩佐又兵衛（1578～1650）。「浮世又兵衛」の異名を

持ち、鋭い観察眼と超絶テクニックで、古典から風俗まで人物画にすぐれた作品を残しました。

又兵衛は京都・福井・江戸で活動しましたが、そのうち39歳から60歳までの福井時代は、その

豊かな才能が大きく花開き、多くの傑作が描かれた極めて重要な時代です。しかしながら作品

の素晴らしさとは裏腹に、その活動は謎に満ちています。

昨今、伊藤若冲が全国的な大ブームとなっています。そのブームの起こりは実は一冊の本から

始まりました。日本美術史家・辻惟雄氏の『奇想の系譜』です。この本では若冲を含む近世に

独自の画風を築いた5人の「奇想」の絵師を取り上げており、その冒頭を飾ったのが又兵衛です。

当館では昭和52年の開館以来、福井ゆかりの絵師として、又兵衛の作品を収集してきまし

た。そして昭和59年に、彼の全貌に光を当てた「岩佐又兵衛展」、平成10年にはその後継者

たちを中心とする「岩佐派のゆくえ展」を開催してきました。そして今回の展覧会は、又兵衛が

京都から福井に移住して今年で400年を迎えるのを記念して開催するものです。福井時代の代表

作を中心とする全40件（うち国宝1件・重要文化財9件）を展示、近世絵画に大きな足跡を残し

又兵衛の魅力あふれる世界をご紹介します。
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流転の名画奇跡の再会見所
①

「金谷屏風」は福井の豪商・金屋(谷)家が所蔵していたことにちなむ呼び名で、又兵衛福井時代の代表作として有名です。明治末までは6曲1双の押絵貼屏風でし
たが、その後掛幅に改装されてコレクターの間を転 と々します。もともと12図ありましたが、2図は行方不明で、現在10点が国内の各機関に所蔵されています。源氏
物語や伊勢物語といった日本の王朝文学に、中国の故事、そして龍虎を、さまざまな表現を駆使して描いています。今回、100年の時を経て、現存10図が初めて揃
う奇跡の「再会」です。（※10図同時展示は8/26～8/28のみ）

絢爛豪華＿華麗なる絵巻の世界見所
②

意外や意外？絵巻にも優れた才能を発揮した又兵衛。現在知られるだけでもその数57巻、総延長はなんと800
メートル以上！本展では、源義経（牛若）の仇討物語として知られる「山中常盤物語絵巻」や、牛若と上瑠璃姫
の恋物語を極彩色で描いた「上瑠璃物語絵巻」など、又兵衛絵巻の名作が揃います。又兵衛絵巻の特徴は、な
んといってもドラマティックな画面構成に、精緻な描写、そして彩色の美しさにあります。近世随一の絵巻絵師でも
ある又兵衛の、華麗な色彩と躍動感あふれる画面に注目です。
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◉記念講演会
8月21日㈰　午後1時30分から（参加無料、講堂にて）
講師／佐藤康宏氏（東京大学教授）
演題／「だれも描かなかったものを彼は描いた－岩佐又兵衛の絵画」

◉記念座談会　「もっと知りたい！岩佐又兵衛」
8月7日㈰　午後1時から (参加無料、講堂にて)
〈出席者〉・深谷 大氏（早稲田大学演劇博物館招聘研究員）
・畠山浩一氏（東北大学専門研究員）・筒井忠仁氏（文化庁文部科学技官）
・廣海伸彦氏（出光美術館学芸員）　・戸田浩之氏（当館主任学芸員）

◉学芸員によるギャラリートーク
7月31日㈰、8月13日㈯、14日㈰　各午前11時から
（要観覧券、会場にて）

◉キッズミュージアム
ミニ版 「花見遊楽図屏風」を作ろう！
7月30日㈯ 午前の部：午前10時から　午後の部：午後2時から
（参加無料、エントランスホールにて）
※各回先着25名まで
講師／内藤秀信氏（ペーパークラフトモデラー、ごじら工房主宰）

「雲龍図」
東京国立博物館【通期】

重文「上瑠璃物語絵巻」第4巻（部分）　ＭＯＡ美術館【通期】

重文「山中常盤物語絵巻」第4巻（部分）　ＭＯＡ美術館【通期】

重文「官女観菊図」
山種美術館【8/26～8/28】

重美「羅浮仙図」【通期】 重文「弄玉仙図」
摘水軒記念文化振興財団【通期】

重文「伊勢物語 梓弓図」
文化庁【通期】

重美「伊勢物語 鳥の子図」
東京国立博物館【通期】

「老子出関図」
東京国立博物館【通期】

重美「龐居士図」
福井県立美術館【通期】

重美「源氏物語 野々宮図」
出光美術館【8/13～8/28】

「虎図」
東京国立博物館【通期】
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うきよを描く＿「浮世又兵衛」見参見所
③

「浮世又兵衛」とよばれ、のちに浮世絵の祖と崇められた又兵衛。市井に生きる人々の生活を活写した彼の風俗画は、見る人を飽きさせません。今回、国宝に指定
されたばかりで福井移住直前の作である「洛中洛外図屏風（舟木本）」、豊臣秀吉7回忌の祭りの狂乱ぶりを描き尽した重文「豊国祭礼図屏風」、そして福井で32
年ぶりの公開となる幻の「花見遊楽図屏風」。又兵衛風俗画の傑作が一堂に集うファン必見の機会です。（※3作同時展示は8/6・7のみ）

重文「豊国祭礼図屏風（左隻）　徳川美術館【7/22～8/7】 ⒞徳川美術館イメージアーカイブ／DNPartcom

国宝「洛中洛外図屏風（舟木本）」（右隻）　東京国立博物館【8/6～8/28】

又兵衛鑑賞のポイント

「豊頬長頤」
ほうきょうちょうい 「豊頬長頤」とは又兵衛が描く人物の顔の特徴を指していう言葉です。面長な顔の形に、ふっくら張った頬、そして長い

下あご（頤）の描写は、又兵衛のみならず岩佐派の特徴として描き継がれました。その原型は鎌倉時代の絵巻や歌仙図
の人物表現を基にしています。又兵衛は古典絵画を熱心に学んで、自分の作品制作に活かしています。ほかにも手足の
先をそらしたり、歌舞伎の見得を切るような誇張したポーズも又兵衛の特徴で、やはり古い時代の絵画から学んだもの
です。会場にはたくさんの「豊頬長頤」があります。ひぜ会場に来てご自身の目で確かめてください。

Image:TNM Image Archives
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角喜代則《大地の子》1994年　150×140×150㎝

岩本宇司《31385》1996年　164×137×200㎝　作家蔵

福井の彫刻・立体
‾角喜代則・岩本宇司の世界 ‾

貼り重ねた紙を削り出し重量感あるフォルムと地層のような文様を併せ持つ生命感あふれる造形

作品をつくり続けた角喜代則。木や廃材を素材にしなやかで力強いラインをつくり出し空間性を重視

した独特の立体作品を生み出す岩本宇司。「福井の彫刻・立体Vol.２―角喜代則・岩本宇司の世界―」展では、

角喜代則と岩本宇司の世界に迫ります。

Vol.2
◇休 館 日／8月1日［月］・8日［月］・17日［水］・22日［月］
◇会　　場／福井県立美術館
◇開館時間／午前9時～午後5時（入場は午後4時30分まで）　＊初日は午前11時～
◇観 覧 料／一般・大学生 100円（20以上の団体は2割引）
　　　　　　高校生以下、70歳以上、障害者手帳等をお持ちの方は無料　＊「岩佐又兵衛展」チケットをお持ちの方は無料

◇主　　催／福井県立美術館

平成28年

7/22■～8/28■金 日

●7月31日［日］　午後2時～　
●福井県立美術館貸展示室

　岩本　宇司（ドローイング）
　上坂　朋佑（パーカッション）
　山田　友雄（ギター）
＋岩本　宇司（出品作家）
　西村　直樹（福井県立美術館主任学芸員）

岩本宇司のライヴドローイング
「Session 01」
＋トークショー「岩本宇司と語る」

●8月11日［木・祝］　午後2時～　
●福井県立美術館講堂

　半谷　　学（美術家）
　森岡千代子（アーティスト）
　松村　哲夫（サポーター）
　角　　恵子（サポーター）
　西村　直樹（福井県立美術館主任学芸員）

座談会「角喜代則を語る」

●8月14日［日］　午後2時～　
●福井県立美術館貸展示室

　岩本　宇司（映像）
　岩本　亜樹（コンテンポラリーダンス）

岩本宇司のライヴパフォーマンス
「Session 02」

関 連 イ ベ ン ト

参加無料
申込不要

参加無料
申込不要

参加無料
申込不要

かど き  よ  のり いわもとたか し

1958年 福井県越前市（旧今立郡今立町）生まれ
1977年 武生工業高校工業化学科卒業
1977年 前澤友禅（京都市）に勤める
1983年 福井に帰郷　大塚染色工芸に勤める　
1984年 和紙に興味をもつ
1985年 今立現代美術紙展に参加
2015年 没

角喜代則

1957年 福岡県生まれ
1979年 大阪芸術大学美術学部美術学科（津高ゼミ）
 卒業
1979年 京都の染織工房に勤める傍ら制作を始める
1982年 福井に移住
1984年 木彫と廃材の混在した立体作品の制作を
 始める

岩本宇司

うきよを描く＿「浮世又兵衛」見参見所
③

「浮世又兵衛」とよばれ、のちに浮世絵の祖と崇められた又兵衛。市井に生きる人々の生活を活写した彼の風俗画は、見る人を飽きさせません。今回、国宝に指定
されたばかりで福井移住直前の作である「洛中洛外図屏風（舟木本）」、豊臣秀吉7回忌の祭りの狂乱ぶりを描き尽した重文「豊国祭礼図屏風」、そして福井で32
年ぶりの公開となる幻の「花見遊楽図屏風」。又兵衛風俗画の傑作が一堂に集うファン必見の機会です。（※3作同時展示は8/6・7のみ）

重文「豊国祭礼図屏風（左隻）　徳川美術館【7/22～8/7】 ⒞徳川美術館イメージアーカイブ／DNPartcom

国宝「洛中洛外図屏風（舟木本）」（右隻）　東京国立博物館【8/6～8/28】

又兵衛鑑賞のポイント

「豊頬長頤」
ほうきょうちょうい 「豊頬長頤」とは又兵衛が描く人物の顔の特徴を指していう言葉です。面長な顔の形に、ふっくら張った頬、そして長い

下あご（頤）の描写は、又兵衛のみならず岩佐派の特徴として描き継がれました。その原型は鎌倉時代の絵巻や歌仙図
の人物表現を基にしています。又兵衛は古典絵画を熱心に学んで、自分の作品制作に活かしています。ほかにも手足の
先をそらしたり、歌舞伎の見得を切るような誇張したポーズも又兵衛の特徴で、やはり古い時代の絵画から学んだもの
です。会場にはたくさんの「豊頬長頤」があります。ひぜ会場に来てご自身の目で確かめてください。

Image:TNM Image Archives
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平成28年4月15日㈮〜5月15日㈰、5月20日㈮～6月19日㈰まで、東京在住の米
よね

田
だ

實
みのる

氏、千
恵子氏、俊一氏の三氏から県立美術館へ寄贈された野

の

々
の

村
むら

仁
にん

清
せい

作の「色
いろ

絵
え

牛
うし

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

」が展示されま
した。本茶壺は過去に書籍への掲載歴はあるものの、今まで公開されたことはなく今回が初公開
となりました。

野々村仁清は江戸時代初期に活躍した京都の陶工で、京焼色絵陶器の大成者として知られる名
工です。なかでも色絵茶壺は彼の代表作として特に評価が高く、本作を含め現在12点が確認され
ています。展示期間中に開催された特別講演会では、日本における仁清の位置づけや他の仁清の
茶壺との比較などについて荒川正明氏から詳しく紹介されました。

今年1月に亡くなられた福井を代表する紙漉き職人のひとり、三代 岩
いわ

野
の

平
へい

三
ざぶ

郎
ろう

氏の遺志を引き継ぎ遺族から寄贈された千点を
超える資料のなかから、横山大観や小杉放菴からの書簡や絵など約90点を展示しました。

会期中は岩野平三郎氏と越前和紙にまつわる対談や講演会が開催されました。

◎対談「三代岩野平三郎氏の思い出を語る」
［日　時］平成28年6月4日㈯　午後2時から　　［場　所］当館講堂、入場無料
［対談者］お　話：武安正行氏（元福井県和紙工業協同組合事務局長）
　　　　聞き手：佐々木美帆（当館学芸員）
「叱ったり、怒ったり、嫌な顔、見たことなし。本当に大恩人」「組合をよく助けて

くれた」と三代岩野平三郎氏を懐かしむ武安正行氏は、昭和54年から10年間、福井
県和紙工業協同組合の事務局長を務め、三代目とは旧知の間柄でした。今回の座談会
ではその思い出を語っていただきました。

武安氏が事務局長として在籍していた同組合は、もともとは初代岩野平三郎氏らの
奔走によって昭和７年に結成された漉き屋だけの同業組合です。武安氏が事務局長となった頃、組合は海外に眼を向けるように
なっていました。日本の高度成長による福祉の充実や年金生活によるゆとりで、国内の原料生産者が減少していったこともあり、
外国での原料確保が求められていました。武安氏は三代目岩野平三郎氏とともに中国やフィリピンに渡り、とくにフィリピンに
おいてはジェトロ（日本貿易振興会）の発展途上国に対する政府開発援助の一環として経営・流通の指導を武安正行氏が、技術指
導を三代岩野平三郎氏が指導するなどして両国間の交流が行なわれました。

最後に今後の産地の動きとして昨年３月に発足した技術保持団体「越
えち

前
ぜん

生
き

漉
ずき

鳥の子紙保存会」を挙げ、明治期から岩野家でもよ
く漉かれていた紙である「鳥の子」を同会の会員が技法を守り伝えることによって県文化財指定を受け、今後は国の重要無形文化
財指定とユネスコ無形文化遺産への登録を目指していくことが紹介されました。

*    *    *    *    *  
◎講演会「岩野平三郎と近代日本画」
［日　時］平成28年6月11日㈯　午前10時〜　　［場　所］当館講堂、入場無料
［講　師］田中正史氏（小杉放菴記念日光美術館　学芸課長）

初代岩野平三郎氏は当代一流の日本画家たちの意見を聞きながら、絹にも中国紙にも負けない国産の日本画用画紙の開発に取
り組みました。この講演会では初代〜二代岩野平三郎に100通を超える手紙を送り、自分の手に合う和紙を求め続けた画家・小
杉放菴を中心に岩野平三郎と作家たちとの交流について小杉放菴記念日光美術館の田中正史氏にお話頂きました。

小杉放菴は大正11年に洋画団体・春陽会を結成、同会は油彩だけでなく水墨を用いて東洋風の絵を描く洋画家たちがおり、西
洋画から東洋画に入った彼らは、「真体」の絵にこだわる日本画家たちよりも、束縛の
ない自由な精神で南画風のくだけた「行草体」の絵を目指しました。その場合、放菴
のように積極的に紙に墨をもって描くことが多く行われました。また、初代岩野平三
郎は最初、京都の日本画家・冨田渓仙に日本画用画紙について意見を求めましたが、
渓仙は東西画壇に自由に物が言える希有な立場にあり、初代平三郎の和紙は渓仙の人
脈によって東西画壇に広まっていったことが紹介されました。

最後にはこれからの越前和紙へのエールが贈られ、会場におられた岩野平三郎製
紙所四代目の岩野麻貴子氏から頑張ってゆくので見守っていて欲しいとの言葉が寄
せられました。

新収蔵品展

絵絹から画紙へ  岩野平三郎和紙関係資料

《イベント報告》

新収蔵品展で野々村仁清作「色絵牛図茶壺」を公開

仁清と京焼の美 ―新出「色絵牛図茶壺」を中心に―

［日　時］平成28年5月7日㈯
　　　　午後1時30分～3時
［場　所］講堂
［講　師］荒川正明氏（学習院大学教授）

座談会の様子

荒川正明氏

会　期：平成28年5月20日㈮～
　　　　6月19日㈰　※6月6日㈪休館

田中正史氏と岩野平三郎製紙所四代目・岩野麻貴子氏
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美術館だより第150号

◎2016年8月～10月の休館日について

展示替え、館内メンテナンス等のため、下記の日程は休館とさせていただきますのでご了承下さい。

8月1日㈪、8日㈪、17日㈬、22日㈪、29日㈪～9月4日㈰、9月26日㈪～28日㈬、
10月3日㈪～7日㈮、17日㈪、24日㈪～31日㈪

貸館情報 [9/7~10/2]

金沢美術工芸大学同窓会福井支部展

第66回福井県勤労者美術展

アトリエ・ターコイズ

第46回若越書道会展

9/7～9/11

9/8～9/11

9/9～9/11

9/16～9/18

第66回福井書法展

第27回福井県高等学校総合文化祭

美術・工芸・書道・写真展　特別支援学校作品展

9/22～9/25

9/29～10/2
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今年の友の会春の見学会では、総勢46名で名古屋の美術館を日帰りで巡りました。
一行はまず名古屋市美術館へ。パリで大きな成功を収めた藤田嗣治の生涯を丹念に
追った本展では、東と西で揺れ動く藤田の作品に酔いしれました。昼食は徳川美術
館の和食処「宝善亭」に於いて、尾張初代藩主・徳川義直の正室春姫にちなんだ食事
を現代風にアレンジした御膳、その名も「春姫御膳」を満喫しました。昼食後の徳川
美術館では日本屈指の浮世絵コレクションである平木コレクションから、北斎、広重
などの巨匠たちの名画を堪能しました。一転して名古屋ボストン美術館では、あの
ルノワール作《ブージヴァルのダンス》に感動！その他にも米国ボストン美術館が
所蔵するヨーロッパ近代絵画の数々を鑑賞しました。

東西の巨匠の作品に触れた今回の見学会は、眼福という言葉を心から噛みしめた
一日となりました。

〈 平 成 2 8 年 度  春 の 見 学 会 〉
日　時◎平成28年5月24日㈫　参加人数◎46名
行き先◎�名古屋市美術館「生誕130年記念 藤田嗣治展 東と西を結ぶ絵画」
　　　　徳川美術館「ぶらり浮世絵散歩―平木名品コレクション―」
　　　　名古屋ボストン美術館「ルノワールの時代 近代ヨーロッパの光と影」

Contact

美術館喫茶室 ニホ
［open］　9：00～19：00
［closed］月曜日
tel: 0776-43-0310 ＊無料Wi-fi＊
address:
〒910-0017 福井市文京3丁目16-1
福井県立美術館　正面左手
＊美術館が休館でも、
　月曜日以外は営業しております。

岩佐又兵衛展の期間中のみ、

ミルクチョコアイスとバニラ

アイスに、きび砂糖で炊いた

レンズ豆を添えたパフェをご

用意しております。

「和風ちょこっとパフェ」岩佐又兵衛展
スペシャルメニュー 

名古屋市美術館前で記念撮影

目にも美味しい「春姫御膳」
（於：宝善亭）


